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平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
、天
皇
陛
下
の
御
譲
位
に
よ
り
、翌
令
和
元
年

五
月
一
日
、皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
が
第
百
二
十
六
代
天
皇
と
し
て
御
即
位

に
な
り
、元
号
も
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
御
代
替
り
に
当
た
り
、御
即
位
以
来
三
十
年
に
わ
た
り
こ
の
日
本
国

の
中
心
と
し
て
の
お
務
め
を
お
果
た
し
に
な
ら
れ
た
先
の
今
上
陛
下
に
深
く

感
謝
の
思
い
を
捧
げ
ま
す
。
そ
し
て
、新
た
に
皇
位
に
お
つ
き
に
な
ら
れ
た

天
皇
陛
下
に
、国
民
挙
っ
て
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、令

和
の
御
代
の
平
安
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

御
代
替
り
に
先
立
つ
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
に
、新
元
号
「
令
和
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
令
和
」
は
、『
万
葉
集
』
の
「
初
春
の
令
月
に
し
て
、気

淑よ

く
風
和や

わ
らぎ

、梅
は
鏡
前
の
粉
を
披ひ

ら

き
、蘭
は
珮は

い
ご後

の
香
を
薫
ら
す
」
を
典

拠
と
し
、元
号
史
上
初
め
て
国
書
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
は

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
会
見
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
令
和
」
は
「
和

せ
し
む
」「
和な

ご

ま
し
む
」
と
も
訓
読
す
る
こ
と
が
で
き
、人
々
の
心
を
和
ま
せ

る
さ
ら
に
平
和
な
時
代
へ
と
の
願
い
を
込
め
た
元
号
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
。

　

い
か
な
る
と
き
も
国
民
と
苦
楽
を
共
に
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
御
心
を
心
と

さ
れ
、常
に
国
民
の
幸
福
を
願
わ
れ
た
先
の
天
皇
陛
下
の
思
い
を
受
け
継
が

れ
た
今
上
陛
下
の
御
心
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
五
月
一
日
、皇
太
子
殿
下
は
、「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
に
お
い
て

三
種
の
神
器
な
ど
を
引
き
継
が
れ
、「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
に
お
い
て
皇
位
に

つ
か
れ
た
旨
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、十
月
二
十
二
日
に
は
、天
皇
と

し
て
皇
居
正
殿
の
高
御
座
（
写
真
上
）
に
登
ら
れ
、即
位
を
国
内
外
に
宣
言

さ
れ
る
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
を
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、十
一
月
十
四
日
・

十
五
日
に
は
「
大
嘗
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
即
位
の
礼
」
の
諸
儀
式
を
通
し
て
、私
た
ち
は
、皇
室
の
伝
統

と
天
皇
を
い
た
だ
く
日
本
の
国
柄
に
思
い
を
致
す
と
と
も
に
、こ
れ
ら
が
世

界
に
誇
る
歴
史
と
伝
統
で
あ
る
と
自
覚
し
、心
新
た
に
活
力
に
満
ち
文
化
の

薫
り
豊
か
な
日
本
と
、世
界
の
平
和
、人
類
福
祉
の
増
進
と
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

奉
祝
・
天
皇
陛
下
御
即
位
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本
年
は
神
社
庁
役
員

改
選
の
年
に
あ
た
り
、

去
る
三
月
二
十
六
日
開

催
の
島
根
県
神
社
庁
臨

時
協
議
員
会
に
お
い
て

不
肖
私
、
再
び
神
社
庁

長
に
選
任
い
た
だ
き
、

そ
の
重
責
を
担
う
事
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り

浅
学
非
才
の
私
で
あ
り
ま
す
。皆
様
方
の
ご
協
力
な

く
し
て
は
此
の
職
の
責
務
を
果
た
し
て
行
く
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
の
佳
節
で
あ

り
、
今
上
陛
下
の
御
譲
位
に
よ
り
、
御
代
替
り
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
四
月
一
日
に
元
号
が「
令
和
」

と
発
表
さ
れ
、
五
月
一
日
に
皇
太
子
殿
下
の
御
即

位
が
執
り
進
め
ら
れ
、
新
た
な
時
代
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
秋
に
は
新
天
皇
に
よ
る

一
世
一
度
の
大
嘗
祭
が
皇
室
の
伝
統
行
事
に
則
り

斎
行
さ
れ
ま
す
こ
と
は
誠
に
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。

国
民
こ
ぞ
っ
て
お
祝
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
神
社
庁
と
致
し
ま
し
て
は
恒
例
の
九
月
の

神
社
関
係
者
大
会
に
併
せ
て
皆
様
方
と
と
も
に
お

祝
い
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
各
神
社
に
お
い

て
国
家
・
皇
室
の
慶
事
を
お
祝
い
す
べ
く
記
念
綬

や
懸
垂
幕
等
の
準
備
を
早
急
に
執
り
進
め
て
ま
い

り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
こ
の
三
年
間
は
積
年
の
課
題
で

あ
り
ま
し
た
神
社
庁
支
部
再
編
並
び
に
賦
課
金
の

改
定
を
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

支
部
再
編
に
あ
た
り
ま
し
て
は
順
次
執
り
進
め
て

ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

島
根
県
の
条
令
に
て
二
月
二
十
二
日
は
竹
島
の

日
と
定
め
ら
れ
一
日
も
早
い
解
決
が
望
ま
れ
、
私

共
も
県
民
と
し
て
も
共
感
し
、
応
援
致
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
県
内
で
は
過
疎
少
子
化
に
よ
る
氏
子

数
の
減
少
や
限
界
集
落
に
よ
る
神
社
護
持
の
問
題
、

ま
た
神
職
の
後
継
者
問
題
な
ど
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
島
根
県
が
神
社
本
庁
に
提
案
し
て
お

り
ま
す
宮
守
制
度
は
、
宮
守
の
定
義
が
曖
昧
で
活

動
実
態
の
地
域
差
が
あ
る
と
の
事
で
制
度
化
は
困

難
だ
と
の
中
間
報
告
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
努
力
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。
神
社
護
持

に
と
っ
て
私
ど
も
に
は
ど
の
よ
う
な
事
が
出
来
る

の
か
、
ま
た
世
代
交
代
を
ど
の
よ
う
に
後
押
し
て

い
く
の
か
、
皆
様
方
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
ま
い
り
た
く
存
じ

ま
す
。
副
庁
長
を
は
じ
め
理
事
の
皆
様
・
支
部
長・

神
職
・
総
代
様
等
関
係
深
い
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
斯
界
発
展
の
た
め
尽
力
す
る

所
存
で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

庁
長
再
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

去
る
三
月
二
十
六
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
臨

時
協
議
員
会
に
お
き
ま

し
て
再
び
副
庁
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十
二
年
就
任
以
来
三

期
九
年
青
木
庁
長
様
、

⻆
河
庁
長
様
の
も
と
で
ご
指
導
を
い
た
だ
き
非
才

な
が
ら
職
責
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
期
は

勝
部
副
庁
長
様
の
強
い
指
導
力
の
も
と
山
積
し
て

お
り
ま
し
た
課
題
解
決
に
一
歩
前
進
し
ま
し
た
事

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
島
根
県
の
神
社

界
の
実
態
で
す
。
今
期
は
⻆
河
庁
長
様
、
篠
田
副

庁
長
様
、
ま
た
新
役
員
の
皆
様
と
力
を
併
せ
て
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
過
疎
地
に
お
け
る
氏
神
神

社
の
維
持
と
祭
祀
の
厳
修
、
後
継
神
職
の
育
成
、

そ
し
て
神
社
庁
運
営
の
健
全
化
と
若
手
役
員
の
育

成
に
微
力
な
が
ら
尽
力
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
期
も
神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
長

の
重
責
を
お
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
神
道
政
治
連
盟
結
成
五
十
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
第
一
一
九
代
光
格
天
皇
以
来
凡
そ
二
百
年
ぶ

庁　

長　

⻆す
み　

河が
わ　

和か
ず　

幸ゆ
き

副
庁
長　

忌い
ん　

部べ　

正ま
さ　

孝た
か

副
庁
長
就
任
の
挨
拶

庁
長
就
任
の
挨
拶
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心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

　

去
る
三
月
二
十
六
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
島

根
県
神
社
庁
臨
時
協

議
員
会
に
お
き
ま
し
て
、

皆
様
の
ご
推
挙
を
得
て

副
庁
長
に
就
任
致
し
ま

し
た
。

　

素
よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
⻆

河
庁
長
様
、
忌
部
副
庁
長
様
を
は
じ
め
、
役
員
・

支
部
長
様
、
ま
た
県
下
の
神
職
・
総
代
の
皆
様
方

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
意
専
心
努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
格
別

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
本
年
四

月
三
十
日
に
御
譲
位
遊
ば
さ
れ
、
翌
五
月
一
日
に

は
皇
太
子
殿
下
が
第
百
二
十
六
代
天
皇
と
し
て
御

即
位
、
秋
に
は
御
大
典
（
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭
を

は
じ
め
即
位
の
諸
義
）
が
執
り
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
の
御
代
替
の
諸
行
事
・
諸
儀
式
が
古
式
に

則
り
斎
行
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
私
ど
も
は
斯
界
を

上
げ
て
奉
祝
の
誠
を
捧
げ
、
大
御
代
の
弥
栄
と
御

皇
室
の
尊
厳
維
持
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

り
の
御
譲
位
に
よ
る
御
代
替
り
と
い
う
佳
年
に
再

び
重
責
を
担
う
こ
と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
神
道
政
治
連
盟
と
し
ま
し
て
は
新

天
皇
陛
下
の
御
即
位
に
関
す
る
一
連
の
諸
行
事
と

皇
室
の
皇
位
継
承
に
伴
う
諸
儀
式
、
そ
し
て
秋
の

大
嘗
祭
が
厳
粛
か
つ
格
式
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
よ

う
国
民
へ
の
啓
蒙
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
皇
室
を
戴
く
誇
り
あ
る
日
本
国
の
歴
史

と
文
化
、
伝
統
を
よ
り
重
ん
ず
る
国
柄
を
構
築
す

る
為
に
は
政
治
へ
の
働
き
か
け
は
不
可
欠
で
す
。

平
成
二
十
四
年
神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会

会
長
で
あ
る
安
倍
晋
三
内
閣
発
足
以
来
、
念
願
で

あ
る
憲
法
改
正
運
動
は
国
会
で
の
発
議
も
な
さ
れ

ず
硬
直
状
態
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
上
も
な
く
残
念

で
す
。
新
し
い
御
代
の
元
号
も
『
令
和
』
と
決
ま

り
、
間
も
な
く
始
ま
る
大
御
代
に
新
生
日
本
国
の

未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
も
憲
法
改
正
運
動
を
強

く
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
年
七
月
に
行
わ

れ
ま
す
第
二
十
五
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
比
例
代

表
で
は
神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
副
幹
事

長
の
有
村
治
子
氏
を
再
び
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

有
村
氏
は
参
議
院
議
員
三
期
十
八
年
を
務
め
常

に
「
神
道
の
心
を
国
政
に
、
日
本
の
心
を
政
策

に
」
を
信
条
と
し
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
竹
島
問
題
に
つ
い
て
も
早
く
か
ら
取
り
組
ま

れ
、
教
科
書
に
明
記
さ
れ
た
原
動
力
と
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
も
是
非
皆
様
の
お
力
を

賜
り
、
国
政
に
送
り
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

副
庁
長　

篠し
の　

田だ　

範の
り　

雅ま
さ

存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
社
会
情
勢
は
、
急
激
な
少
子

高
齢
化
に
よ
り
人
口
減
少
化
社
会
に
突
入
し
、
そ

の
対
応
を
巡
る
難
題
は
神
社
を
取
り
巻
く
環
境
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
化

社
会
は
地
域
社
会
の
変
容
、
即
ち
核
家
族
化
と
氏

子
数
の
減
少
、
信
仰
心
の
希
薄
化
に
も
直
結
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
美
し
い
日
本
の
伝
統
文
化
や

そ
の
土
地
の
民
俗
芸
能
等
の
継
承
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
の
役
割
を
担
う
氏
神

様
の
護
持
運
営
に
憂
慮
す
べ
き
大
き
な
課
題
で
す
。

即
効
性
の
あ
る
解
決
策
は
見
出
せ
ま
せ
ん
が
、
共

通
の
問
題
意
識
と
し
て
神
職
、
総
代
、
氏
子
・
崇

敬
者
の
皆
様
と
衆
知
を
結
集
さ
せ
、
神
社
奉
護
に

関
わ
る
人
材
の
育
成
と
祭
祀
の
厳
修
を
通
し
て
、

先
人
諸
賢
達
に
よ
り
育
ま
れ
た
美
し
い
日
本
の
精

神
伝
統
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
に
努

め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
問
題
解
決
に
向
け
、

皆
様
と
共
に
一
致
団
結
し
て
順
次
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

神
宮
大
麻
増
頒
布
を
中
心
と
す
る
教
化
活
動
や

そ
の
他
多
く
の
重
要
事
業
・
諸
施
策
に
対
し
ま
し

て
も
、
斯
界
発
展
の
た
め
更
な
る
ご
尽
力
・
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
県
下
神
社
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご

社
頭
の
ご
繁
栄
を
祈
念
致
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。
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役 員 等 の 職 務 分 担
委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
　
員
　　
　
　
　

千
家
和
比
古

委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
　
員
（
総
務
委
員
長
・
教
化
委
員
長
）

後
藤　

和
彦
・
牛
尾　
　

充

委
員
長　

長
谷
川
正
矩

副
委
員
長　

陶
山　

浩
正

委
　
　
員　

宮
能　

壮
充

委
　
　
員　

江
角　
　

恵

委
　
　
員　

石
﨑　

彰
矩

委
員
長
（
祭
式
講
師
）
　
　
　
牛
尾　
　

充

副
委
員
長
（
祭
式
講
師
）
　
　
　
今
井　

昭
紀

委
　
　
員
（
祭
式
助
教
）
　
　
　
金
築　

知
宏

委
　
　
員
（
祭
式
助
教
）
　
　
　
森　
　

眞
史

委
　
　
員
（
祭
式
助
教
）
　
　
　
野
上　

郁
子

委
員
長
　
後
藤　

和
彦

委
　
　
員
　
小
野　

高
慶

委
　
　
員
　
中
田　

宏
記

委
員
長　

牛
尾　
　

充

委
　
　
員　

千
家
和
比
古

委
　
　
員　

佐
草　

敏
邦

委
員
長
（
庁
　
長
）
　
　
　
　
　
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
　
　
　
　
　
忌
部　

正
孝

委
　
員
（
副
庁
長
）
　
　
　
　
　
篠
田　

範
雅

委
　
員
（
総
務
委
員
長
）
　
　
　
後
藤　

和
彦

委
　
員
（
教
化
委
員
長
）
　
　
　
牛
尾　
　

充

委
　
員
（
参
　
事
）
　
　
　
　
　
金
築　

知
宏

委
　
員
（
祭
祀
委
員
長
）
　
　
　
牛
尾　
　

充

委
　
員
（
主
任
講
師
）
　
　
　
　
石
原　

道
夫

委
　
員
（
訓
育
主
任
）
　
　
　
　
金
築　

知
宏

委
　
員
（
事
務
長
）
　
　
　
　
　
和
田　

晋
爾

委
　
員
（
指
名
研
修
講
師
）
　
　
錦
田　

剛
志

議　

長　

岸　
　
　

悟
（
御
津
神
社
宮
司
）

副
議
長　

安
達　

和
良
（
焼
火
神
社
役
員
）

庁　

長　

⻆
河　

和
幸
（
太
皷
谷
稲
成
神
社
宮
司
）

副
庁
長　

忌
部　

正
孝
（
水
若
酢
神
社
宮
司
）

　
　
　
　

篠
田　

範
雅
（
八
幡
宮
宮
司
）

理　

事　

千
家
和
比
古
（
出
雲
大
社
権
宮
司
）

　
　
　
　

小
野　

高
慶
（
日
御
﨑
神
社
宮
司
）

　
　
　
　

後
藤　

和
彦
（
大
原
神
社
宮
司
）

　
　
　
　

牛
尾　
　

充
（
濱
田
護
國
神
社
宮
司
）

　
　
　
　

中
田　

宏
記
（
物
部
神
社
宮
司
）

　
　
　
　

佐
草　

敏
邦
（
八
重
垣
神
社
宮
司
）

　
　
　
　

廣
江　

朝
夫
（
平
濱
八
幡
宮
責
任
役
員
）

　
　
　
　

松
浦　

道
仁
（
焼
火
神
社
宮
司
）

松　

江　

佐
草　

敏
邦
（
八
重
垣
神
社
宮
司
）

八　

束　

岸　
　
　

悟
（
御
津
神
社
宮
司
）

能　

義　

齋
木　

正
保
（
国
主
神
社
宮
司
）

安　

来　

吉
田　

和
以
（
八
幡
宮
宮
司
）

仁　

多　

後
藤　

和
彦
（
大
原
神
社
宮
司
）

大　

原　

宮
川　

眞
臣
（
貴
船
神
社
宮
司
）

飯　

石　

長
里　

禧
臣
（
和
田
八
幡
宮
宮
司
）

出
雲
大
社　

川
谷　

誠
一
（
出
雲
大
社
祢
宜
）

簸　

川　

金
築　
　

孚
（
原
鹿
神
社
宮
司
）

出　

雲　

武
田　

敦
隆
（
那
賣
佐
神
社
宮
司
）

大　

田　

中
田　

宏
記
（
物
部
神
社
宮
司
）

邑　

智　

三
浦　

正
典
（
太
詔
刀
命
神
社
宮
司
）

那　

賀　

白
須　

信
男
（
大
麻
山
神
社
宮
司
）

江　

津　

二
宮　

正
巳
（
岩
根
神
社
宮
司
）

浜　

田　

牛
尾　
　

充
（
濱
田
護
國
神
社
宮
司
）

益　

田　

篠
田　

範
雅
（
八
幡
宮
宮
司
）

鹿　

足　

末
岡　

正
文
（
新
宮
神
社
宮
司
）

島　

前　

松
浦　

道
仁
（
焼
火
神
社
宮
司
）

島　

後　

米
澤　

壽
重
（
飯
田
神
社
宮
司
）

平成31年３月26日の臨時協議員会において決定

島根県神社庁協議員会役員及び職務分担

協
議
員
会

協
議
員
会

役

員

監

事

支
部
長

神
職
身
分
選
考
員
会

（
定
員
四
名
）

階
位
検
定
委
員
会

（
定
員
三
名
）

奨
学
金
委
員
会

（
定
員
三
名
）

小
規
模
神
社
審
査
委
員
会

（
定
員
五
名
）

広
報
委
員
会

（
定
員
若
干
名
）

祭
祀
委
員
会

（
定
員
若
干
名
）

総
務
委
員
会

（
定
員
三
名
）

教
化
委
員
会

（
定
員
三
名
）

階
位
検
定
講
習
会
運
営
企
画
委
員
会

特
別
委
員
会

各
種
委
員
会
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四
月
五
日
（
金
）
神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本

部
臨
時
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
、
三
年
の
役
員
任
期
が
満

了
と
な
る
た
め
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。

　

本
部
長　

忌
部　

正
孝
（
副
庁
長
）

　

副
本
部
長　

諏
訪
邊
泰
敬
（
出

雲
）

　

副
本
部
長　

宮
能　

壮
充
（
大

田
）

　

幹
事
長　

門　
　

屋
臣
（
江

津
）

　

幹
　
　
事　

廣
江　

俊
邦
（
松

江
）

　

幹
　
　
事　

中
田　

宏
記
（
大

田
）

　

幹
　
　
事　

青
木　

義
親
（
松

江
）

　

幹
　
　
事　

巨
勢　

佳
史
（
青
年
隊
長
）

　

監
査
委
員　

齋
木　

正
保
（
能

義
）

　

監
査
委
員　

二
宮　

正
巳
（
江

津
）

　

議
　
　
長　

米
澤　

壽
重
（
島

後
）

　

副
議
長　

宮
川　

眞
臣
（
大

原
）

　

事
務
局
長　

村
尾　

茂
樹
（
神
社
庁
）

◦
奉
祝
懸
垂
幕

　

各
神
社
に
対
し
一
本
を
無
料
頒
布
致
し

ま
す
。
二
本
目
以
上
に
つ
い
て
は
一
本
に

つ
き
一
、〇
〇
〇
円
を
お
納
め
下
さ
い
。

　

四
月
下
旬
頃
、
各
支
部
に
一
括
送
付
致

し
ま
す
。

◦
奉
祝
記
念
植
樹

　

樹
木
の
品
種
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
及

び
各
神
社
に
お
決
め
い
た
だ
き
本
年
中
に

実
施
す
る
。

　

実
施
神
社
に
つ
い
て
は
、
一
社
あ
た
り

一
、〇
〇
〇
円
の
助
成
を
致
し
ま
す
。

神
政
連
臨
時
代
議
員
会

◦
奉
祝
記
念
綬

　

御
即
位
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、

神
社
及
び
各
家
庭
に
お
い
て
国
旗
の
竿
頭

に
掲
げ
て
祝
意
を
表
す
た
め
に
、
こ
の
記

念
綬
を
広
く
頒
布
さ
せ
て
戴
き
た
く
存
じ

ま
す
。

　

次
号
に
詳
細
を
掲
載
い
た
し
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
七
月
下
旬
頃
か
ら
頒
布
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

頒
布
価
格　

一
枚　

一
、五
〇
〇
円

◦
奉
祝
記
念
行
事

　

九
月
十
四
日
㈯
開
催
予
定
の
島
根
県
神

社
関
係
者
大
会
に
併
せ
て
斎
行
致
し
ま
す
。

　

行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載

致
し
ま
す
。

御
代
替
り
に
関
す
る
奉
祝
事
業
に
つ
い
て
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二
月
二
十
四
日
（
日
）
島
根
県
神
道
青
年
協

議
会
（
会
長　

横
山
陽
之
）
主
催
、
神
道
政
治

連
盟
島
根
県
本
部
青
年
隊（
隊
長　

青
木
義
親
）

の
共
催
に
よ
り
、
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
が
神

社
庁
神
殿
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
本
年
で

十
二
回
目
と
な
る
こ
の
祈
願
祭
は
、
竹
島
の
領

有
権
の
回
復
と
平
和
的
な
解
決
を
願
い
、
島
根

県
条
例
で
制
定
さ
れ
た
「
竹
島
の
日
」
に
合
わ

せ
毎
年
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
石
見
部
の
神
楽

が
華
麗
に
奉
納
さ
れ
、
神
社
庁
役
員
、
支
部
長

を
始
め
、
神
社
総
代
会
、
神
社
庁
指
定
団
体
長
、

神
政
連
出
雲
市
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
、
日
本

会
議
島
根
会
長
な
ど
多
く
の
参
列
者
の
も
と
、

厳
粛
な
祭
典
と
な
っ
た
。

　

昨
今
竹
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
意
識

啓
発
、
歴
史
認
識
も
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
よ

う
に
思
う
が
、
こ
の
度
島
根
県
神
道
青
年
協
議

会
、
神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
青
年
隊
で
は
、

祭
典
と
合
わ
せ
「
竹
島
は
日
本
固
有
の
領
土
で

あ
る
」
と
い
う
意
識
昂
揚
を
目
的
に
、
竹
島
啓

発
ポ
ス
タ
ー
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
作

成
・
配
布
を
行
い
、
竹
島
問
題
啓
発
活
動
の
更

　

神
社
庁
新
年
祭
が
一
月
二
十
四
日
に
斎
行
さ

れ
た
。
青
木
顧
問
を
始
め
役
員
、
支
部
長
、
総

代
の
参
列
が
あ
っ
た
。

　
祭
典
奉
仕
者

　
　

斎
　
主　

白
須　

信
男
（
那
賀
）

　
　

祭
　
員　

野
上　

郁
子
（
那
賀
）

　
　

奏
　
楽　

牛
尾　

禎
竝
（
浜
田
）

　
　

奏
　
楽　

篠
田　

雅
子
（
益
田
）

　
　

典
　
儀　

牛
尾　
　

充
（
浜
田
）

　

二
月
二
十
六
日
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
祈
年

祭
併
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭
が
⻆
河
庁

長
外
役
員
支
部
長
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

　
祭
典
奉
仕
者

　
　

斎
　
主　

松
浦　

道
仁
（
島
前
）

　
　

祭
　
員　

高
梨　

智
明
（
島
後
）

　
　

祭
　
員　

野
津　

哲
志
（
島
後
）

　
　

奏
　
楽　

石
原　

道
夫
（
仁
多
）

　
　

奏
　
楽　

恩
田　

友
生
（
仁
多
）

　
　

典
　
儀　

牛
尾　
　

充
（
浜
田
）

新
年
祭

祈
年
祭
・
神
宮
大
麻
暦
　
　
　

　   

　
　
　
頒
布
終
了
奉
告
祭

島
根
県
神
道
青
年
協
議
会　

副
会
長

板

木

厚

典

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
を
斎
行
し
て
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平成30年度　神宮大麻及暦頒布実績表

項目
支部

大　　　　麻
大麻
頒布率

過去３年の推移

前年比

暦

大　麻
（ふるさと便） 中大麻 大大麻 合計 27年度 28年度 29年度 暦 大暦

松 江 9,256 (93) 134 67 9,457 14.9% 9,713 9,588 9,528 △ 71 3 1

八 束 9,635 (33) 602 331 10,568 55.1% 10,923 10,946 10,834 △ 266 48 9

能 義 2,411 (156) 255 54 2,720 73.7% 2,838 2,801 2,756 △ 36 24 5

安 来 4,166 (179) 65 1 4,232 46.6% 4,241 4,240 4,236 △ 4 11 1

仁 多 3,754 (388) 38 17 3,809 85.6% 3,936 3,943 3,876 △ 67 1 2

大 原 8,999 (198) 99 37 9,135 113.6% 9,325 9,295 9,187 △ 52 500 0

飯 石 5,450 (387) 2 5 5,457 79.1% 5,729 5,615 5,563 △ 106 42 1

出雲大社 806 (9) 0 31 837 139.5% 905 874 856 △ 19 0 0

簸 川 8,693 (55) 12 24 8,729 53.2% 8,979 8,927 8,806 △ 77 27 0

平 田 5,080 (97) 12 3 5,095 65.2% 5,112 5,091 5,141 △ 46 2 0

出 雲 10,670 (450) 186 75 10,931 31.7% 10,871 10,718 10,735 196 78 2

大 田 4,536 (41) 28 4 4,568 42.5% 4,642 4,507 4,512 56 0 0

邇 摩 1,912 (53) 2 4 1,918 67.7% 2,040 2,005 1,963 △ 45 0 0

邑 智 6,126 (0) 29 8 6,163 72.0% 6,636 6,545 6,412 △ 249 24 0

那 賀 3,460 (0) 430 19 3,909 64.5% 4,079 3,994 3,880 29 18 2

江 津 4,052 (300) 3 0 4,055 49.1% 4,022 3,971 3,861 194 0 0

浜 田 5,912 (70) 169 8 6,089 33.2% 6,340 6,132 6,106 △ 17 70 0

益 田 8,783 (31) 869 213 9,865 52.0% 10,361 10,282 10,008 △ 143 18 1

鹿 足 3,021 (86) 472 67 3,560 58.4% 3,678 3,619 3,595 △ 35 5 0

島 前 1,535 (0) 5 1 1,541 53.7% 1,636 1,636 1,556 △ 15 10 4

島 後 3,670 (77) 18 3 3,691 59.5% 4,120 4,039 3,730 △ 39 3 1

その他 0 (0) 0 4 4 35 18 40 △ 36 6 11

計 111,927 (2703) 3,430 976 116,333 44.2% 120,161 118,786 117,181 △		848 890 40

な
る
推
進
に
努
め
て
お
り
、
全
国
の
青
年
神
職

会
か
ら
も
追
加
の
送
付
依
頼
な
ど
、
大
変
に
大

き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

　
祭
典
奉
仕
者

　
　

斎
　
主　

板
木　

厚
典
（
出
雲
）

　
　

祭
　
員　

佐
々
木
悠
里
（
大
原
）

　
　

祭
　
員　

壷
倉　

祐
磨
（
大
田
）

　
　

舞
　
人　

篠
田　

雅
子
（
益
田
）

　
　

舞
　
人　

野
上　

郁
子
（
那
賀
）

　
　

大
太
鼓　

﨏
畑
雄
一
郎
（
益
田
）

　
　

締
太
鼓　

栗
栖　

正
樹
（
鹿
足
）

　

　
笛
　
　　

田
中　

重
昭
（
益
田
）

　
　

典
　
儀　

富
永　

啓
嗣
（
邑
智
）
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令
和
元
年
　
神
職
養
成
階
位
検
定
講
習
会
開
催
要
綱

【
主　
　

催
】　

島
根
県
神
社
庁

【
開
講
階
位
・
期
間
】

権
正
階
（
乙
）　

本
年　

八
月　

二
日
（
金
）

～
八
月　

十
四
日
（
水
）

権
正
階
（
甲
）　

本
年　

八
月
十
七
日
（
土
）

～
八
月
二
十
九
日
（
木
）

直　

階
（
甲
）　

本
年　

八
月　

二
日
（
金
）

～
八
月　

十
四
日
（
水
）

直　

階
（
乙
）　

本
年　

八
月
十
七
日
（
土
）

～
八
月
二
十
九
日
（
木
）

【
開
催
場
所
】　

島
根
県
神
社
庁

　

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

【
出
願
条
件
】

　

権
正
階
…
直
階
を
有
し
年
齢
満
十
八
歳
以
上
の
者

直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
学
校
卒
業
者
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
学
力
を
有
す
る
者
で
、
主

催
者
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
者

※
権
正
階
・
直
階
共
に
三
〇
分
程
度
の
正
座
が
で

き
る
者

※
分
割
受
講
に
つ
い
て

　

当
庁
で
は
権
正
階
・
直
階
共
に
甲
・
乙
課
程
を

分
割
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
但
し
、
全

課
程
（
甲
・
乙
）
を
権
正
階
は
三
年
、
直
階
は

二
年
以
内
に
修
了
出
来
る
者
に
限
り
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

　

権
正
階
二
十
名
・
直
階
二
十
名

※
権
正
階
・
直
階
合
計
人
数
が
十
名
以
下
の
場
合

に
は
開
催
に
つ
い
て
再
検
討
致
し
ま
す
。

【
受
講
料
】

　

権
正
階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
五
、〇
〇
〇
円

　

直　

階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
〇
、〇
〇
〇
円

　

合
宿
費
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　
　

五
、〇
〇
〇
円

※
全
課
程
受
講
し
た
場
合

権
正
階
　
一
六
〇
、〇
〇
〇
円

直
　
階
　
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

※
県
内
の
受
講
生
に
つ
い
て
は
、
甲
・
乙
各

一
〇
、〇
〇
〇
円
の
助
成
を
す
る
。

※
そ
の
他
、
禊
実
習
費
、
社
頭
学
習
費
含
む

【
出
願
手
続
】

①
受
講
申
込
書

※
必
ず
顔
写
真
貼
付
、
推
薦
欄
に
は
奉
職
予
定
神

社
宮
司
の
推
薦
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

②
履
歴
書
（
市
販
履
歴
書
可
）

③
書
籍
申
込
書

④
受
講
資
格
証
明
書
類

・
権
正
階
…
直
階
階
位
證
写
し

・
直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
最
終
学
歴
卒
業
証

明
書
写
し
（
又
は
卒
業
証
書
写
し
）

⑤
返
信
用
封
筒

※
角
形
３
号
封
筒
（
Ｂ
５
版
）
に
自
分
の
住
所･

氏
名
を
表
記
し
、
二
〇
五
円
切
手
を
貼
付
し
て

下
さ
い
。

⑥
推
薦
書
（
当
該
都
道
府
県
神
社
庁
長
及
び
支
部

長
用
）

※
権
正
階
、
直
階
い
ず
れ
も

※
支
部
長
が
『
推
薦
の
事
由
』
に
記
載
し
た
上
で

署
名
、
押
印
し
、
神
社
庁
長
は
連
名
に
て
署
名
、

押
印
願
い
ま
す
。

　

六
月
十
四
日
ま
で
に
支
部
経
由
（
他
県
は
神
社

庁
経
由
）
に
て
島
根
県
神
社
庁
必
着
。

※
願
書
案
内
・
受
付
は
五
月
末
の
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
。

※
期
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
、
受
講
許
可
通
知

の
発
送
期
日
等
に
影
響
し
、
全
て
の
受
講
生
に

迷
惑
が
及
び
ま
す
の
で
締
切
厳
守
願
い
ま
す
。

【
宿　
　

泊
】

　

神
社
庁
に
は
宿
泊
施
設
が
無
い
た
め
通
講
制
で
の

講
習
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
手
配
願
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

・
申
込
書
類
は
、
不
備
が
あ
れ
ば
再
提
出
を
求
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
長
期
講
習
に
つ
き
、
体
力
に
自
信
の
無
い
方
は
そ

の
点
充
分
に
ご
検
討
の
上
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
分
割
受
講
に
関
す
る
事
、
願
書
請
求
、
そ
の
他

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
島
根
県
神
社
庁

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

２
．申
込
期
限

１
．提
出
書
類

〒
六
九
九
ー
〇
七
〇
一

　
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

　
島
根
県
神
社
庁

tel
　
〇
八
五
三-

五
三-

二
一
四
九

fax
　
〇
八
五
三-

五
三-

二
五
八
二
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今
年
は
一
班
で
の
参
加
。
例
年
な
ら
ば
ま
だ

多
少
雪
が
あ
る
時
、し
か
も
二
日
目
は
飛
騨
高

山
。
さ
ぞ
か
し
雪
の
中
の
旅
行
と
思
い
き
や
、

暖
冬
の
こ
の
冬
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
快

適
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。
出
発
時
こ
そ
小
雨
の

中
で
し
た
が
バ
ス
に
乗
れ
ば
楽
し
い
旅
の
始
ま

り
。
外
宮
に
つ
く
頃
に
は
雨
を
気
に
す
る
こ
と

も
な
く
、ま
ず

外
宮
参
拝
、土

宮
、風
宮
、多

賀
宮
と
参
拝

し
宿
泊
地
鳥

羽
へ
。
今
年

の
宿
も
シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ

ル
。
定
宿
の

戸
田
屋
を
横

目
に
見
な
が

ら
ホ
テ
ル
に

到
着
。
そ
し

て
三
百
名
近

く
の
大
宴
会
。

平成31年教化委員会出雲部会 伊勢神宮参拝連続参加表彰者名簿

大原支部＝１名　　　　八束支部＝１名　　
出雲大社支部＝１名　　飯石支部＝１名　　
松江支部＝２名

20 年 連 続 参 加 表 彰 者 （６名）
№ 氏　　名 支部名 № 氏　　名 支部名
1 板 持 和 夫

大原支部
９ 杉 村 　 裕

松江支部
2 長 妻 照 江 10 田 中 茂 美
3 土 江 幹 夫

八束支部
11 片 寄 　 巖

出雲支部4 坂 本 　 博 12 坂 根 光 紀
5 高 橋 武 義

飯石支部
13 飯 国 莊 一

6 竹 下 正 子 14 福 間 哲 雄
簸川支部

7 安 田 　 博 15 中 尾 史 郎
8 後 藤 康 男 松江支部

№ 氏　　名 支部名
1 宮　川　由美子 大原支部
2 細 田 武 尚 八束支部
3 草 谷 和 子 出雲大社支部
4 岸　　　フジエ 飯石支部
5 廣 江 朝 夫

松江支部
6 三 島 敏 徳

大原支部＝２名　　八束支部＝２名　　飯石支部＝３名
松江支部＝３名　　出雲支部＝３名　　簸川支部＝２名

№ 氏　　名 支部名 № 氏　　名 支部名 № 氏　　名 支部名 № 氏　　名 支部名
1 椿 　 康 信

能義支部

12 周 藤 新 市
八束支部

23 板 持 　 登

仁多支部

34 足 立 仁 逸 出雲支部
2 椿 　 令 子 13 岸 本 定 朝 24 恩　田　由紀子 35 樋 野 祐 吉

簸川支部

3 長 瀬 晋 吾 14 原 豊
平田支部

25 村　尾　妃登志 36 白 根 幹 雄
4 小　池　佳代子 15 山 根 　 正 26 内 田 三 子 37 阿 食 達 男
5 澤 田 直 明 16 石 田 豊 子

出雲大社支部

27 飛 田 　 忠 38 福 代 明 義
6 仙 田 芳 弘 17 玉　木　都代子 28 錦 織 清 江

飯石支部
39 岡 　 郁 雄

7 須 藤 　 操 18 藤　江　ひろ子 29 木 村 信 子 40 坂 根 良 次
8 遠　藤　保三郎

大原支部
19 西　山　喜久子 30 内 部 武 典 41 井 上 嘉 浩

9 遠 藤 綾 子 20 片 岡 敏 夫 31 三 宅 　 公 松江支部 42 内 藤 盛 雄
10 坂　本　美代子 21 糸 原 政 子

仁多支部
32 杉 原 壮 市

出雲支部
43 内　藤　みゆき

11 岸 本 幹 雄 八束支部 22 陶 山 恵 子 33 板 倉 一 正 44 水 上 育 男

３ 年 連 続 参 加 表 彰 者 （44名）

能義支部＝７名　　大原支部＝３名　　八束支部＝３名　　平田支部＝２名　　出雲大社支部＝５名　　
仁多支部＝７名　　飯石支部＝３名　　松江支部＝１名　　出雲支部＝３名　　簸川支部＝10名

10 年 連 続 参 加 表 彰 者 （15名）

新
春
参
宮
旅
行
記

　
　
　

神
社
総
代
会
大
原
支
部
長

　

新

田

清

文
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れ
ま
し
た
。
朝
市
を
め
ぐ
り
な
が
ら
一
時
を
過

ご
し
、後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
な
が
ら
帰
り
の
途
に
。

バ
ス
の
中
は
賑
や
か
。
い
つ
し
か
満
足
な
の
か

お
疲
れ
な
の
か
少
々
お
や
す
み
タ
イ
ム
。
起
き

て
は
賑
や
か
の
繰
り
返
し
、い
つ
も
な
が
ら
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
に
つ
く
た
び
に
買
い
物
、バ
ス
の

ト
ラ
ン
ク
も
棚
も
い
っ
ぱ
い
に
。
勝
央
で
皆
さ

ん
と
お
別
れ
。
そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
を
降
り
る
と
き

は
来
年
も
ま
た
参
加
し
ま
し
ょ
う
、あ
り
が
と

う
と
声
を
か
け
な
が
ら
、両
手
に
持
て
な
い
ほ

ど
の
お
土
産
を
も
っ
て
わ
が
家
へ
。
家
に
は
土

産
を
待
つ
孫
た
ち
が
い
て
、な
ん
と
幸
せ
な
こ

と
か
。

　

振
り
返
れ
ば
本
当
に
楽
し
い
旅
で
し
た
。
お

世
話
い
た

だ
い
た
皆

様
に
心
か

ら
感
謝
申

し
上
げ
ま

す
。

い
物
タ
イ
ム
、少
し
早
め
に
店
を
出
て
数
名
で

足
神
さ
ん
へ
参
拝
。
そ
し
て
一
路
高
山
へ
。
バ

ス
の
中
は
次
か
ら
次
へ
と
大
吟
醸
、カ
ラ
オ
ケ

タ
イ
ム
、ひ
る
が
の
高
原
へ
近
づ
く
こ
ろ
に
は

山
肌
に
雪
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
着
け
ば
晴
天

の
中
、雪
を
か
ぶ
っ
た
遠
く
の
山
々
、大
日
岳
の

ス
キ
ー
場
の
美
し
い
こ
と
、し
ば
し
見
と
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
こ
こ
は
ま
だ

雪
の
中
。
そ
ん
な
思
い
が
頭
の
中
を
ち
ら
り
。

そ
し
て
バ
ス
は
高
山
の
『
飛
騨
の
里
』
に
到
着
。

夕
方
な
の
で
観
光
客
は
我
々
だ
け
、店
は
早
じ

ま
い
と
思
い
き
や
土
産
物
店
は
全
店
閉
鎖
と
の

こ
と
寂
し
い
限
り
で
し
た
。
ホ
テ
ル
に
入
り
今

夜
も
大
宴
会
の
二
回
戦
。

　

三
日
目
、

桜
山
八
幡
宮

参
拝
。
私
は

参
宮
旅
行
で

二
回
目
の
参

拝
で
し
た
が
、

少
し
記
憶
が

遠
ざ
か
っ
て

い
ま
し
た
。

宮
司
様
の
お

話
の
後
、高

山
祭
の
山
車

を
見
学
、匠

の
技
に
見
と

大
き
な
団
体

で
の
旅
行
が

少
な
く
な

っ
た
こ
の
頃
、

大
宴
会
の
楽

し
み
は
ま
た

格
別
。
乾
杯

の
音
頭
を
取

ら
せ
て
い
た

だ
い
て
、恒

例
の
餅
つ
き
、

福
引
と
す
す

み
、い
つ
し

か
宴
た
け
な

わ
と
な
り
誰

と
な
く
入
り
乱
れ
て
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

二
日
目
、昨
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
早
朝

よ
り
晴
天
。
皆
正
装
で
内
宮
へ
。
い
つ
も
な
が

ら
の
記
念
写
真
を
撮
っ
て
境
内
へ
。
御
神
楽
を

待
つ
間
に
数
人
で
風
日
祈
宮
を
参
拝
。
御
神
楽

を
奉
納
の
後
、そ
し
て
正
宮
御
垣
内
特
別
参
拝
。

遷
宮
か
ら
は
や
六
年
、屋
根
の
痛
み
も
少
し
目

に
付
く
よ
う
に
な
り
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

荒
祭
宮
を
参
拝
し
総
集
会
へ
。
講
話
の
中
で
私

の
氏
神
様
須
我
神
社
の
名
が
出
て
う
れ
し
い
限

り
で
し
た
。

　

改
装
に
な
っ
た
岩
戸
屋
で
早
め
の
昼
食
。
買
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去
る
一
月
二
十
六
日
二
十
七
日
、
神
社
庁
に

於
て
平
成
三
十
年
度
支
部
祭
式
助
教
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。
本
年
の
研
修
会
は
中
央
よ
り
、

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
、
神
社
本
庁

祭
祀
審
議
委
員
会
委
員
、
神
社
本
庁
祭
式
講
師
、

古
宮
神
社
宮
司
の
茂
木
貞
純
氏
を
講
師
に
迎
え

て
の
開
催
と
な
っ
た
。
各
支
部
よ
り
助
教
並
び

に
助
教
候
補
者
十
七
名
の
参
加
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
熱
心
に
受

講
し
た
。

　

一
日
目
の
講
義

で
は
先
ず
九
十
分

間
の
座
学
か
ら

始
ま
り
、
神
道
祭

祀
の
淵
源
と
展
開

（
神
話
と
神
道
祭

祀
、
祭
祀
制
度
史
、

明
治
維
新
と
祭
祀

制
度
、
戦
後
の
祭

祀
制
度
）、
神
道

祭
祀
と
祭
式
（
宮

中
祭
祀
、
神
宮
祭

支
部
祭
式

助
教
研
修
会
報
告

　
　
　
　

島
根
県
神
社
庁
祭
式
助
教

　

森

　

眞

史

祀
、
神
社
祭
祀
）、
神
社
祭
式
の
展
開
（
宮
司

一
拝
、
玉
串
拝
礼
）、
諸
祭
研
究
の
重
要
性
や

申
し
合
わ
せ
事
項
の
説
明
等
を
受
け
た
。
ま
た

講
義
中
に
は
随
所
で
研
究
に
お
け
る
参
考
書
籍

の
紹
介
も
受
け
た
。
引
き
続
き
次
の
実
技
で
は
、

参
加
者
は
基
本
作
法
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
自

身
の
作
法
の
再
確
認
を
し
つ
つ
、
指
導
上
の
要

点
や
注
意
点
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
ま
た
夜

に
は
、
悪
天
候
の
中
お
越
し
い
た
だ
い
た
茂
木

氏
と
共
に
参
加
者
一
同
、
懇
親
会
で
親
睦
を
深

め
た
。

　

二
日
目
は
二
班
に
わ
か
れ
て
小
祭
式
（
時
間

の
都
合
上
、
宮
司
一
拝
か
ら
撤
饌
の
次
、
宮
司

一
拝
ま
で
）
を
順
に
行
い
、
献
撤
饌
を
中
心
に

各
班
が
要
点
や
注
意
点
の
ご
指
導
を
受
け
、
実

技
指
導
を
終
え
た
後
に
質
疑
応
答
と
な
っ
た
。

両
日
と
も
に
氏
に
よ
る
学
的
研
究
と
実
地
修
練

の
説
明
指
導
が
あ
り
、
受
講
者
に
と
っ
て
は
実

技
と
知
識
を
兼
ね
備
え
た
良
い
研
修
会
と
な
っ

た
。
閉
講
式
で
は
牛
尾
祭
祀
委
員
長
よ
り
修
了

証
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

本
研
修
会
は
祭
式
指
導
者
育
成
の
た
め
に
、

平
成
二
十
二
年
度
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
今

後
も
祭
式
指
導
者
育
成
の
た
め
定
期
的
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
、
来
年
度
は
十
回
目
と
な
る
。

次
回
も
各
支
部
祭
式
助
教
と
助
教
候
補
者
、
ま

た
志
あ
る
方
々
の
参
加
を
願
う
。

　

な
お
此
度
の
研
修
中
に
茂
木
氏
よ
り
紹
介
さ

れ
た
書
籍
を
記
す
。

　
「
神
道
祭
祀
の
伝
統
と
祭
式
」

戎
光
祥
出
版

沼
部
春
友
・
茂
木
貞
純　

編
著

　
「
改
訂
増
補
神
社
祭
式
行
事
作
法
指
導
要
綱
」

神
社
本
庁　

編

　
「
諸
祭
式
要
綱
」（
正
・
続
）

神
社
本
庁　

編

　
「
神
社
祭
式
行
事
作
法
典
故
考
究
」

神
社
本
庁　

編

　
「
神
社
祭
祀
関
係
法
令
規
程
類
纂
」国書

刊
行
会

長
谷
晴
男　

著
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研修生名簿

氏　　名 支 部
渡部　良平 松 江
藤井　秀樹 松 江
石橋　淳一 八 束
小澤　靖彦 安 来
松岡　俊将 大 原
石飛　幹祐 飯 石
倉橋　　惇 飯 石
三戸　太貴 飯 石
牧野　禎彦 出雲大社
川上　典大 出雲大社
金築　伴安 簸 川
白石菜穂子 大 田
大野志津香 大 田
髙橋　央幹 江 津

 

謝  

辞

　

平
成
三
十
年
度
初
任
神
職
研
修
修
了
生
を
代
表
し

て
一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
研
修
会
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月

二
十
三
日
・
二
十
四
日
、
四
月
十
三
日
・
十
四
日
の

四
日
間
で
実
施
さ
れ
、
私
た
ち
研
修
生
十
四
名
が
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
第
一
回
目
の
研
修
会
が
終
了
し
、
第
二

回
目
の
研
修
会
が
は
じ
ま
る
前
の
四
月
一
日
に
、
新

元
号
で
あ
る
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
、
時
代
の
移
り

変
わ
り
を
実
感
す
る
中
で
の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
出
雲
大
社
へ
の
正
式
参
拝
を
行
い
、
研

修
生
一
同
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
研
修
を
開
始

し
、
全
七
科
目
の
講
義
を
受
講
い
た
し
ま
し
た
。
講

師
の
先
生
方
か
ら
は
、
神
社
本
庁
の
歴
史
や
成
り
立

ち
を
は
じ
め
、
宗
教
法
人
に
属
す
る
も
の
と
し
て
の

実
務
や
心
構
え
、
祭
祀
実
技
に
至
る
ま
で
、
丁
寧
に

ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
神
に
仕
え
る

私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
神
々
の
國
「
島
根
」
が
い

か
に
特
別
な
存
在
で
あ
る
か
を
知
り
、
特
に
神
話
の

地
、
出
雲
を
深
く
学
べ
た
こ
と
は
大
変
心
に
残
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
任
神
職
研
修
と
言
い
ま
し
て
も
、
私
の
よ
う
な

年
長
の
者
も
お
り
、
年
齢
や
出
身
地
も
様
々
で
し
た

が
、
研
修
過
程
を
通
じ
て
受
講
生
の
皆
様
方
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の

神
社
に
ご
奉
仕
す
る
日
常
に
お
い
て
は
な
い
経
験
で

あ
り
、
気
の
置
け
な
い
仲
間
が
で
き
た
こ
と
は
、
研

修
の
成
果
の
一
面
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

う
し
て
育
み
ま
し
た
絆
を
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
持
ち

帰
り
、
今
後
の
奉
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
講
師
の
先
生
方
、並
び
に
研
修
の
企
画
・
運
営
を

し
て
下
さ
っ
た
神
社
庁
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
お
礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　

修
了
生
代
表　

石
飛　

幹
祐

　

平
成
三
十
年
度
初
任
神

職
研
修
が
二
月
二
十
三
日
、

二
十
四
日
。
四
月
十
三
日
、

十
四
日
で
開
催
さ
れ
た
。
研

修
生
十
四
名
が
研
修
を
修
了

し
た
。

初
任
神
職
研
修
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広
瀬
の
石
神
さ
ん
古
社
め
ぐ
り

　

今
回
の
社
☆
ガ
ー
ル
は
安
来
市
広
瀬
町
に

一
〇
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
地
元
の
方
に

代
々
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
、磐
船
神
社
、比

太
神
社
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

☆
磐
船
神
社

　

加
納
美
術
館
に
集
合
し
て
、最
初
は
磐
船

神
社
へ
。
下
見
の
時
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
氏
子
の
澤
田
さ
ん
が
案
内
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
お
社
は
山
道
を
約
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、軽
い
登
山
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、頑
張
っ
て
石
段

を
登
り
切
る
と
、目
の
前
に
は
大
き
な
磐
座

が
！
と
て
も
普
通
の
カ
メ
ラ
で
は
写
し
き
れ

ず
、メ
ン
バ
ー
も
た
だ
感
動
す
る
ば
か
り
で

す
。

　

ご
祭
神
は
、素
戔
嗚
尊
、五
十
猛
命
、稲
田

姫
命
の
三
座
。

こ
の
磐
座
は
上

に
登
る
こ
と
が

で
き
、そ
こ
に

は
素
戔
嗚
尊
が

五
十
猛
命
と
と

も
に
、朝
鮮
半
島
新
羅
之
国
か
ら
渡
っ
て
き

た
際
に
乗
っ
て
い
た
、埴
土
で
造
っ
た
船
が

化
石
に
な
っ
て
残
っ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
る

「
磐
船
岩
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
尊
が

船
の
艫と

も
づ
な綱
を
掛
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
「
艫
綱

石
」
と
、「
碇い

か
り
い
し石
」
と
呼
ば
れ
る
大
岩
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
磐
船
岩
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で
、み

ん
な
で
岩
に
上
が
っ
て
写
真
を
撮
っ
た

り
、タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
真
似
を
し
た
り(

笑)

と
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
た
か

ら
こ
そ
味
わ
え
る
岩
の
迫
力
と
絶
景
、約

一
二
〇
〇
年
も
昔
か
ら
地
元
の
方
々
に
大
切

に
守
ら
れ
て
い
る

事
を
間
近
に
感
じ
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
に

お
参
り
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
し

た
。
下
山
後
、澤
田

さ
ん
と
お
別
れ
し

次
は
比
太
神
社
へ
。

☆
比
太
神
社

　

車
で
五
分
ほ
ど
で
、比
太
神
社
へ
到
着
し

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
素
材
で
出
来

た
し
め
縄
を
み
ん
な
で
観
察
し
つ
つ
、真
っ

直
ぐ
に
伸
び
る
石
段
の
先
の
神
社
を
目
指
し

て
も
う
ひ
と
頑
張
り
。

御
祭
神
は
、吉
備
津
彦

命
、吉
備
津
姫
命
で
す
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』

に
も
、仁
多
郡
の
項
目

に
比
太
社
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
神
社

だ
そ
う
で
す
。
出
雲

国
に
、吉
備
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
は

不
思
議
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

て
み
る
と
、吉
備
が
日
本
海
か
ら
朝
鮮
半
島

へ
の
海
路
の
確
保
を
狙
っ
て
い
た
と
い
う
情

報
が
出
て
き
ま
し
た
が
、ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　

周
り
に
は
、銀
杏
の
木
が
あ
り
、銀
杏
が
た

く
さ
ん
落
ち
て
い
て
、な
ん
と
も
い
い
香
り

で
す
。
夫
婦
杉
と
み
ら
れ
る
立
派
な
杉
も

あ
り
、よ
く
よ
く
見
る
と
さ
ら
に
子
ど
も
ま

で
！
三
つ
股
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
！
民
家

の
脇
で
見
落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
な
場
所
に
、

ひ
っ
そ
り
と
佇
む
、古
く
て
立
派
な
神
社
で

し
た
。

　

今
回
め
ぐ
っ
た
神
社
の
ど
ち
ら
も
、昔
か

ら
代
々
地
元
の
方
々
に
大
切
に
守
ら
れ
、そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
の
あ
る
神
社
で
し
た
。
ぜ
ひ
、

た
く
さ
ん
の
方
に
お
参
り
頂
き
た
い
で
す
。

社
☆
ガ
ー
ル
通
信
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庁

務

日

誌
（
平
成
31
年
１
月
～
３
月
）

任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務

兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

免
30
・
12
・
31
壇
鏡
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

本
宮

司
野
津　

幸
夫

免
30
・
12
・
31
三
保
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

免
30
・
12
・
31
國
吉
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

免
30
・
12
・
31
那
智
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

免
30
・
12
・
31
徳
照
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

免
30
・
12
・
31
天
健
金
草
神
社

隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼
祢

宜

〃

任
31
・
１
・
１
壇
鏡
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

本
宮

司
阿
部　

眞
澄

任
31
・
１
・
１
三
保
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
國
吉
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
那
智
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
徳
照
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
東
山
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

本
宮

司
吉
田　
　

均

任
31
・
１
・
１
三
保
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
平

神

社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
住
吉
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
日
吉
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
八
幡
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
１
物
忌
神
社
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町

兼

〃

〃

任
31
・
１
・
20
宇
留
布
神
社
松
江
市
八
雲
町

本
祢

宜
石
倉　

俊
直

任
31
・
２
・
20
松
尾
山
八
幡
宮

邑
智
郡
美
郷
町

本
宮

司
三
上　

智
央

任
31
・
２
・
20
小
尾
山
八
幡
宮

邑
智
郡
美
郷
町

兼

〃

〃

任
31
・
3
・
1
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

兼
主

典
工
藤　

大
周

免
31
・
3
・
1
眞

幸

社
出
雲
市
西
谷
町

兼
宮

司
古
瀬　

光
治

免
31
・
3
・
1
火
守
神
社
出
雲
市
宇
那
手
町

兼
祢

宜

〃

任
31
・
3
・
2
眞

幸

社
出
雲
市
西
谷
町

兼
宮

司
塩
野　

清
明

免
31
・
３
・
25
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

兼
主

典
工
藤　

大
周

免
31
・
3
・
27
物
部
神
社
大
田
市
川
合
町

本
権
祢
宜
中
田　

武
親

任
31
・
3
・
28
忍
原
神
社
大
田
市
川
合
町

本
祢

宜

〃

免
31
・
３
・
31
松
江
神
社
松
江
市
殿
町

兼
宮

司
宮
　

正
道

神

職

任

免
（
平
成
30
年
12
月
31
日
～
平
成
31
年
４
月
８
日
）

１
月
４
日　

ご
用
始
祭

１
月
17
日　

祭
祀
委
員
会

1
月
22
～
23
日　

正
・
副
庁
長
会

１
月
23
日　

役
員
会

　
　

〃　　
　

総
代
会
出
雲
部
会
評
議
員
会　

於　

神
社
庁

　
　

〃　　
　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
役
員
会　

於　

神
社
庁

　
　

〃　　
　

新
年
互
礼
会　

於　

武
志
山
荘

１
月
24
日　

新
年
祭　

於　

神
社
庁
神
殿
（
斎
主　

白
須
那
賀
支
部
長
）

　
　

〃　　
　

研
修
所
講
師
会
議

１
月
25
日　

祭
祀
委
員
会

１
月
26
～
27
日　

支
部
祭
式
助
教
研
修
会

２
月
5
日　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
支
部
責
任
者
各
号
車
引
率
責
任
者
合
同
会　
於　
神
社
庁

２
月
17
日　

出
雲
大
社
祈
穀
祭　

於　

出
雲
大
社
（
岸
理
事
参
列
）

２
月
20
～
21
日　

中
国
地
区
神
社
庁
連
絡
会
議　

於　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

（
⻆
河
庁
長
、
忌
部
副
庁
長
、
勝
部
副
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

２
月
23
～
24
日　

初
任
神
職
研
修
（
研
修
生
十
六
名
参
加
）

２
月
24
日　

宮
司
辞
令
交
付
式　

於　

神
社
庁
神
殿
（
⻆
河
庁
長
参
列
）

免
31
・
４
・
１
來
次
神
社
雲
南
市
木
次
町

本
宮

司
松
岡　

美
昭

免
31
・
４
・
１
大
歳
神
社
出
雲
市
猪
目
町

兼
宮

司
遠
藤　

悦
弘

任
31
・
４
・
１
刺
鹿
神
社
大
田
市
久
手
町

本
宮

司
瀬
尾　

基
春

任
31
・
４
・
１
松
江
神
社
松
江
市
殿
町

本
宮

司
渡
部　

律
也

任
31
・
４
・
１
鷹
日
神
社
松
江
市
東
津
田
町

兼
権
祢
宜

〃

任
31
・
４
・
１
諏
訪
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
宮

司

〃

任
31
・
４
・
１
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜
八
巻　

秀
徳

任
31
・
４
・
１

〃

〃

本
権
祢
宜
古
瀨　

智
彦

任
31
・
４
・
１

〃

〃

本
権
祢
宜
本
田　
　

亘

任
31
・
４
・
１

〃

〃

本
主

典
安
藤　

俊
輔

任
31
・
４
・
１

〃

〃

本
主

典
大
塚　

智
貴

任
31
・
4
・
2
來
次
神
社
雲
南
市
木
次
町

本
宮

司
松
岡
日
出
夫

任
31
・
4
・
2
大
歳
神
社
出
雲
市
猪
目
町

兼
宮

司
神
村　

公
章

任
31
・
４
・
８
八

幡

宮
大
田
市
波
根
町

本
権
祢
宜
壷
倉　

希
望
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新任神職紹介

石い
し  

倉く
ら  

俊と
し  

直な
お

〔
生
年
月
日
〕
平
成
元
年
四
月
十
八
日

〔
住
所
〕
岡
山
県
岡
山
市
北
区
大
元
駅
前

三
番
六
五
号
一
〇
〇
六

〔
奉
職
神
社
〕
宇
留
布
神
社　

祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
鉄
道
・
写
真
撮
影

〔
ひ
と
こ
と
〕
八
雲
町
平
原
の
皆
様
と
の
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

精
一
杯
奉
仕
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

２
月
24
日　

神
青
協
主
催
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭　

於　

神
社
庁
神
殿
（
⻆
河
庁
長
参
列
）

２
月
26
日　

祈
年
祭
並
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭　

於　

神
社
庁
神
殿
（
斎
主　

松
浦
隠
岐
地
区
支
部
長
会
会
長
奉
仕
）

２
月
26
日　

支
部
長
会

２
月
28
日　

身
分
伝
達
式　

於　

神
社
庁
神
殿
（
篠
田
理
事
出
席
）

３
月
4
日　

神
宮
大
宮
司
招
宴　

於　

神
宮
会
館
（
⻆
河
庁
長
、
牛
尾
浜
田
支
部
長
、

和
田
主
事
出
席
）

３
月
5
日　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭　

於　

内
宮
神
楽
殿
（
⻆
河
庁
長
、
牛
尾
浜
田

支
部
長
、
和
田
主
事
参
列
）

　
　

〃　　
　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
春
季
推
進
会
議　

於　

神
宮
会
館
（
⻆
河
庁
長
、
牛
尾

浜
田
支
部
長
、
和
田
主
事
出
席
）

３
月
5
～
6
日　

第
５
回
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
研
修
会　

於　

神
宮
会
館

（
和
田
主
事
出
席
）

3
月
8
～
9
日　

新
神
社
庁
シ
ス
テ
ム
説
明
会　

於　

本
庁
（
和
田
主
事
出
席
）

3
月
13
日　

神
社
庁
長
懇
話
会　

於　

明
治
記
念
館
（
⻆
河
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

　
　

〃　　
　

國
學
院
大
學
主
催
全
国
神
社
庁
長
招
宴　

於　

明
治
記
念
館
（
⻆
河
庁

長
、
金
築
参
事
出
席
）

3
月
14
日　

神
社
庁
長
会　

於　

本
庁
（
⻆
河
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

　
　

〃　　
　
『
皇
室
』
普
及
委
員
会　

於　

本
庁
（
⻆
河
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

　
　

〃　　
　

御
代
替
特
別
対
策
本
部
神
社
庁
連
絡
会　

於　

本
庁
（
金
築
参
事
出
席
）

３
月
17
日　

大
社
國
学
館
卒
業
式　

於　

大
社
國
学
館
（
⻆
河
庁
長
参
列
）

３
月
20
日　

島
根
県
神
社
総
代
会
出
雲
部
会
総
会
国
民
精
神
昂
揚
研
修
会　

於　

松
江

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
勝
部
副
庁
長
出
席
）

3
月
26
日　

臨
時
協
議
員
会
、
正
・
副
庁
長
会

3
月
27
日　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
役
員
会

3
月
31
日　

大
田
支
部
・
邇
摩
支
部
合
併
設
立
総
会　

於　

大
田
市
民
会
館
（
⻆
河
庁

長
、
篠
田
石
見
教
化
部
会
長
、
金
築
参
事
、
和
田
主
事
出
席
）

　
　
　
　
　
　

二
月
三
日
付
発
令

水
若
酢
神
社　
　

宮
司　
　

忌　

部　

正　

孝
（
島
後
）

　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
日
付
発
令

柿
本
神
社　
　

宮
司　
　

綾　

部　

常　

美
（
益
田
）

八

幡

宮　
　

宮
司　
　

中　

島　

啓　

之
（
益
田
）

神

職

身

分

昇

級

特　

級

二　

級

神

職

帰

幽

大
田
市
久
手
町　

刺
鹿
神
社　
　

宮
司
代
務
者　

瀬
　
尾
　
良
　
基

平
成
三
十
一
年
三
月
十
一
日　

享
年
七
十
八
歳

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸

襃
詞
　
保
護
司
功
績
授
与

　

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
五
日

　
　
　

松　

江　

須
衛
都
久
神
社　

宮
司　

永
岡　

邦
利

功

績

表

彰
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探
す
様
が
狂
気
の
如
く
、
そ

の
奇
異
な
る
姿
が
神
事
と
し

て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、「
女

は
縫
針
の
業
を
疎
か
に
す
べ

か
ら
ず
」
と
の
御
神
示
と
共

に
一
本
の
針
を
授
か
っ
た
と

い
う
古
伝
に
習
い
、
奉
納
さ

れ
て
い
る
。
最
後
に
行
わ
れ

る
「
獅
子
舞
神
事
」
は
、
社

殿
を
現
在
の
明
星
山
に
遷
す

際
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
た
雌
雄
の
獅
子
に
よ
る

先
導
で
、
無
事
に
御
遷
座
さ
れ
た
と
い
う
故
事
に
基
づ

く
神
事
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
獅
子
に
頭
を
咬
ん
で

も
ら
う
事
で
そ
の
年
の
無
病
息
災
が
叶
う
と
伝
わ
り
、

今
も
氏
子
が
競
っ
て
咬
ん
で
も
ら
う
風
習
が
残
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
殊
神
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
年
）
の
御
鎮
座
壱
千
弐
百
年
式
年
大
祭
の

折
、
後
世
に
永
く
正
し
く
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
と
、

氏
子
有
志
に
よ
り
、
舞
や
所
作
、
奏
楽
を
統
一
し
資
料

と
し
て
纏
め
て
頂
い
た
。
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
そ
れ

を
伝
承
し
て
い
く
事
は
容
易
で
は
無
く
、
多
く
の
力
を

必
要
と
す
る
。
そ
ん
な
中
、
神
社
の
特
殊
神
事
を
護
ろ

う
と
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
氏
子
の
皆
様
の
思
い
に
触

れ
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
事
を

今
も
忘
れ
な
い
。

　

式
年
大
祭
を
通
し
、
こ
の

特
殊
神
事
が
地
域
の
大
切
な

伝
統
文
化
で
あ
る
事
を
氏
子

の
皆
様
と
共
有
で
き
た
事
が
、

そ
の
後
の
神
明
奉
仕
の
何
よ

り
も
の
励
み
に
な
っ
た
。
今

後
更
な
る
共
有
の
輪
が
広
が

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

櫛
代
賀
姫
神
社
は
、
和
泉
国
か
ら
当
地
へ
移
住
し
た

櫛
代
族
の
祖
神
を
奉
祭
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
天

平
五
年
（
七
三
三
年
）
に
管
長
の
命
に
よ
り
社
殿
が
創

建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
年
）
に
は

石
見
国
観
察
使
・
藤
原
緒
継
に
よ
り
久
城
の
緒
継
浜
に

遷
さ
れ
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
年
）
に
再
建
さ
れ
る
も
、

万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
年
）
の
大
津
波
に
よ
り
流
失
し

た
た
め
、
現
在
地
・
明
星
山
（
み
ょ
う
し
ょ
う
ざ
ん
）

に
移
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
延
喜
式
神
名
帳
に
も
、
い
わ

ゆ
る
美
濃
郡
五
座
の
一
つ
と
し
て
記
載
さ
れ
、
式
内
社

と
し
て
永
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。

　

当
神
社
で
は
こ
う
し
た
由
緒
、
故
事
に
基
づ
く
特
殊

神
事
が
今
に
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
秋
の
例

大
祭
の
神
幸
祭
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

始
め
に
行
わ
れ
る
「
角す

も
う力
神
事
」
は
、
か
つ
て
櫛
代

族
が
神
を
勧
請
す
る
宮
所
を
巡
っ
て
二
つ
の
村
に
争
い

が
起
こ
り
、
そ
の
仲
裁
に
入
っ
た
老
婆
の
提
案
で
、
両

村
か
ら
屈
強
な
若
者
が
選
ば

れ
角
力
で
勝
負
を
つ
け
よ
う

と
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、

神
前
引
き
分
け
角
力
と
し
て

奉
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次

に
行
わ
れ
る
「
針
拾
い
神
事
」

は
、
先
の
仲
裁
に
入
っ
た
老
婆

が
、
命
よ
り
大
切
に
し
て
い
た

縫
針
を
無
く
し
て
し
ま
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
失
っ
た
針
を

　

今
号
よ
り
、
広
報
委
員
と
し
て
庁
報
の
編
集
に
加

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
な
小
生

に
と
っ
て
は
身
に
過
ぎ
た
る
重
責
で
あ
る
。
前
任
者

の
よ
う
に
は
い
か
な
い
こ
と
は
予
め
ご
容
赦
い
た
だ

き
、
是
非
大
き
な
心
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

五
月
一
日
に
新
帝
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
、
元
号
は

慣
れ
親
し
ん
だ
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
改
元

さ
れ
た
。
元
号
の
文
字
と
し
て
「
令
」
は
初
め
て
、

「
和
」
は
こ
れ
ま
で
二
十
回
使
用
さ
れ
て
お
り
、
新

し
い
も
の
と
古
い
も
の
と
の
組
み
合
わ
せ
で
安
定
し

た
感
じ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
全
て
が
新
し

い
の
で
は
な
く
、
過
去
の
も
の
と
新
し
い
も
の
を
う

ま
く
融
合
さ
せ
て
新
し
く
も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
さ

せ
る
様
は
日
本
ら
し
く
と
て
も
心
地
が
良
い
。

　

本
紙
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
良
い
も
の
を
継
承
し
つ
つ
、
よ
り
新
し

い
庁
報
を
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
。
個
人
的
に
は
ま

だ
ま
だ
修
練
が
必
要
だ
が
、
梅
の
よ
う
な
爽
や
か
な

花
を
咲
か
せ
る
清
々
し
い
風
を
吹
き
込
ま
せ
、
ま
す

ま
す
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
鋭
意
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
）

島
根
県
神
社
庁
報
〈
第
三
四
二
号
〉

　

発
行
日　

令
和
元
年
五
月
十
日

　

発
行
者　

島
根
県
神
社
庁

　

編　

集　

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

長
谷
川
正
矩　

委　

員　
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